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●斉	 	 唱  
国歌「君が代」 
ロータリーソング「奉仕の理想」 

 
●四つのテスト唱和 
 
●本日のお弁当  
	 だい忠 
 
●本日のお客様 
 
地区米山記念奨学委員会 委員	 杉浦澄雄様 

 
●本日の卓上花 
 
	 ハブ茶、黄色のバラ（ソレロ） 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
皆さん、こんにちは。先週 1週間、職業奉仕活動ご苦労様で

ございました。また今週もよろしくお願い致します。先週のク

イズの答えですが、「ペグシル」です。 
	 今年に入ってからオリンピックを除いては災害が多くて、4
月に熊本で地震がありまして、夏になってきましたら東北・北海

道で大雨が降ったり、台風が来たりしております。直接的にこちらには関係がないみたいで

すけども、日本全国で大雨が降ったりして野菜のできが悪いとか色々な問題が起きておりま

す。そんな暗い話ばっかりではなくて、皆さんもご存知だと思いますが、一昨日 3 年連続で
日本人がノーベル賞を獲得致しました。医学生理学賞ということで大隅良典さんが受賞され

ました。毎年のように世界的に権威のある賞を戴けるということは、日本人として誇りに思

榊原	 健会長 



※十週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。 

っております。 
	 おかしなことにノーベル平和賞に佐藤栄作総理が取られております。平和賞はこの 1 つだ
けです。文学賞は川端康成さんと大江健三郎さんの 2 人で、村上春樹さんがずっと候補に挙
がっていますがなかなか取れません。こうやって見てみると、大隅さんの研究もそうですし、

前の方々もそうですけども、何十年も前から研究を続けてきた方がやっと日の目を見たとい

うような感じです。隣の韓国はずっと取れなくて、ノーベル賞を取った方の銅像を作るとい

うことで台座だけ作ってあるというような話を聞いたことがあります。悲しい話ばかりでは

なくて、このような明るい話がたくさん出てくるといいなと思っております。 
	 今日は米山の杉浦さんがお話をしてくださるということで、こういう奨学生がこれから頑

張って頂いて日本との懸け橋になって頂ければなというふうに思っております。 
	 本日もよろしくお願い致します。	
	

	 	 幹 事 報 告  
 
	 幹事報告をさせて頂きます。 
・	例会変更はございません。 
・	この後の委員会報告で本人の誕生日、パートナーの誕生日、

結婚記念日のお祝いをさせて頂く予定でしたが、本日は本

人の誕生日、パートナーの誕生日のお祝いはございますが、

結婚記念日はお店の都合でご用意することができなかったため、来週お渡しすることにな

りますので、よろしくお願い致します。 
・	例会終了後に理事会を開催致しますので、よろしくお願い致します。 
  
	 	 委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
地区米山記念奨学委員会 委員	 杉浦澄雄様	 どうぞよろしくお願い申し上げます。 
山中	 寛三君 加藤良邦さんに無理を言って申し訳ありませんでした。 
	 	 	 	 	 	 	 	 １８号台風、軽く過ぎること祈っています。 
杉浦	 勝典君 講師の杉浦澄雄さんを紹介します。 
石川	 春久君 第５０回スプリンターズ・ステークスにて、レッド・ファルクス号がＣＢ

Ｃ賞に続き３連勝で優勝しました。馬主さん、ありがとう。おめでとうご

	 総会員数 70名 (内出席免除者 18名の内出席者 14名)出席者 59名 

	 出席対象者	 59／66名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 89.39％ 

	 欠席者 11名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

新美惣英幹事 



ざいます。 
新美	 宗和君 先週、本場のイタリアンを紹介させていただきました。山中先生、奥田先

生、伊藤先生、清澤さんありがとうございました。楽しい会食でした。 
鶴田	 光久君 チャリティーバザーの品物のご協力ありがとうございます。 
 
＜親睦活動委員会＞ 
会員誕生日 
	 ３日	 黒田	 昌司君（古稀）	

５日	 清澤	 聡之君	 	 	 	９日	 平岩統一郎君	 	 	２４日	 岡島	 晋一君	

２６日	 角谷	 	 修君	 	 	２９日	 杉浦	 勝典君（傘寿）	

３１日	 石橋	 嘉彦君	

	

奥様誕生日	

	 ３日	 山中	 寛紀君の奥様	 	 恭子様	 	 	 ６日	 杉浦	 栄次君の奥様	 ちづる様	

１０日	 山田	 昌司君の奥様	 しのぶ様	 	 １８日	 奥田	 雪雄君の奥様	 万里子様	

１９日	 平松	 	 太君の奥様	 	 ふき様	 	 ２４日	 森田	 英治君の奥様	 	 明美様	

２５日	 平松	 則行君の奥様	 	 啓子様	 	 ３１日	 木村	 克美君の奥様	 由利子様	

	

結婚記念日	

	 ６日	 藤関	 孝典君・千智様	 	３２年	 	 	 ８日	 苅谷	 賢治君・益子様	 		 ２年	

１１日	 八馬	 宜久君・仁美様	 	１９年	 	 １３日	 山田	 昌司君・しのぶ様	３２年	

１４日	 平松	 	 太君・ふき様	 	４６年	 	 １８日	 鈴木きよみ君・正徳様	 	４４年	

２３日	 鈴木	 健三君・美津子様	３３年	 	 ２４日	 鈴木	 並生君・まゆみ様	４５年	

２６日	 粟津	 康之君・尚子様	 	２５年（銀婚）	

２６日	 大竹	 密貴君・弥生様	 	２０年	 	 ３０日	 植松	 敏樹君・圭子様	 	４９年	

	

入会記念日	

２９日	 八馬	 宜久君	

 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 
「米山記念奨学事業について」 
地区米山記念奨学委員会 委員	 杉浦澄雄様 
 
	 皆さん、こんにちは。米山月間ということで、米山奨学委員

会から派遣されて参りました。よろしくお願い致します。 
	 米山の事業の使命ですが、留学生の優れた学業の達成を支援し、社会に貢献する人材を育

てることにあります。同時に世話クラブやカウンセラーとの交流を通じ、ロータリー精神を

学び、国際理解を深めて日本と母国との懸け橋になるなど、国際社会で活躍する人材を育て

杉浦澄雄様 



ることにあります。 
	 なぜ、外国人留学生支援なのかといいますと、日本のロータリーの創始者、故・米山梅吉

翁の偉業を記念し、後世に残るような有益な事業を立ち上げたいということで、1952年に東
京 RCが発表したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する奨学事業、「米山
基金」の構想でした。そこには、二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界

平和に寄与したいという、当時のロータリアンたちの強い願いがあったからです。将来の日

本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解させるためには、アジアの国々か

ら 1 人でも多くの留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。それ
こそ、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業ではないだろうかということです。 
	 それから、世話クラブ・カウンセラー制度というのがありまして、奨学生一人ひとりに地

域のロータリークラブが「世話クラブ」となり、ロータリーとの交流の起点となります。さ

らに、世話クラブ会員の中から「カウンセラー」が選ばれて、奨学生の日常の相談役となり

ます。奨学生はクラブの例会や地域の奉仕活動、日本の実業人・専門職業人であるロータリ

アンとの交流を通じて、より深く日本を知り、ロータリーが求める平和の心を学ぶというこ

とになります。 
	 事業規模の大きさとしては、国際奨学事業としては民間最大です。日本のロータリー全地

区の合同プロジェクトとして、東京 RC の単独事業として始まったこの事業は、わずか 5 年
で日本全国の共同事業へと発展しました。1967年には文部省を主務官庁とするロータリー米
山記念奨学会が設立されました。歴史的にも世界に類を見ない日本のロータリー独自の多地

区合同活動となっています。 
	 寄付についてですが、皆さんから毎年頂く普通寄付金と個人・法人・クラブから頂く特別

寄付金からなっております。米山奨学事業は皆様のおかげで成り立っております。今年度

2760地区は寄付額で日本一です。米山奨学生に今年度40名の方になってもらったのですが、
愛知県は寄付額が多いということで 8名余分に頂けることになりまして、来年度は 48名を選
ばせてもらうということになっております。世話クラブになって頂いているのですけども、

人数が増えるということでお願いすることがありました時には、何とかよろしくお願いした

いということが 1つある訳でございます。 
	 奨学生を卒業した場合に学友に入って頂いた方には学友会というのがございまして、年に 1
回総会を行っております。 
	 年間の主要行事についてですが、10月 20日にカウンセラー研修会がございます。11月 12
日は米山奨学生と学友との合同で研修会がございます。春と秋の 1 年に 2 回、交流の機会を
作らせて頂いております。12 月 10 日には米山奨学生と学友との合同で忘年会を行わせて頂
いております。今年度採用するための面接は来年の 1 月 14 日に行わせて頂きます。3 月 11
日になりますと奨学生は卒業していきます。そこで米山奨学期間修了者歓送会・指導教員の

感謝の会というのを行わせて頂きます。このように 40名の奨学生を愛知県では世話をさせて
頂いて、日本を理解して頂き、良さを知ってもらい、将来は母国との懸け橋になって頂くと

いうことでございます。 
	 要するに米山奨学委員会というのは行けばそこに奨学生がいるということで、非常にやり



がいのある事業だと思います。皆さんにお世話になると思いますけども、今後とも宜しくお

願い致します。 
	 今日はありがとうございました。 
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